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同
志
社
大
学
名
誉
教
授
佐
藤
幸
夫
先
生
の
古
稀
を
記
念
し
、
こ
こ
に
記
念
論
文
集
を
刊
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
心
か
ら
の
お
慶
び
の
気
持
ち
を
こ
め
て
先
生
に
献
呈
さ
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
生
は
、
一
九
三
三
年
二
月
二
三
日
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
五
七
年
三
月
に
同
志
社
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
ご

卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
商
法
学
の
研
究
を
志
し
、
神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進
学
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
神
戸
大
学
法
学
部
の
助
手
・
専
任
講
師
、
松
山
商
科
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
・
助
教
授
を
経
て
、
一
九

六
六
年
一
〇
月
に
同
志
社
大
学
法
学
部
の
助
教
授
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
三
七
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
同
志
社

大
学
法
学
部
で
の
研
究
と
教
育
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
保
険
法
・
海
商
法
の
権
威
と
し
て
、
国
際
的
な
海
上

運
送
に
関
す
る
法
律
の
諸
問
題
を
中
心
に
、
多
く
の
論
文
・
著
書
を
発
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
二
度
に
わ
た
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
在
学
研
究
で
は
、
精
力
的
に
研
究
に
打
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
御
功
績
は
、
一

九
七
七
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
ま
で
日
本
海
法
学
会
理
事
、
一
九
八
七
年
五
月
か
ら
は
日
本
空
法
学
会
の
理
事

と
い
う
重
責
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
先
生
は
、
一
九
七
一
年
四
月
に
教
授
に
昇
進
さ
れ
て
以
降
、
学
問
研
究
の
か
た
わ
ら
一
九
八
九
年
四
月
か
ら
一
九

九
二
年
三
月
ま
で
は
学
生
部
長
と
し
て
、
一
九
八
二
年
度
と
一
九
八
四
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
法
学
部
長
と
し
て
、
大
学



と
学
部
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
を
大
切
に
さ
れ
る
先
生
の
教
育
姿
勢
は
、
学
生
を
魅
了
し
、
毎

年
、
多
く
の
優
秀
な
学
生
を
輩
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
九
九
二
年
度
か
ら
一
九
九
七
年
度
に
か
け
て
体
育
会

会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
体
育
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
で
一
〇
周
年
を
迎
え
る
同
志
社
政
法
会
の

運
営
に
も
一
九
九
四
年
一
一
月
に
発
足
し
て
以
来
ご
尽
力
さ
れ
、
卒
業
後
の
学
生
に
も
多
大
な
る
愛
情
を
注
が
れ
ま
し

た
。
現
在
で
も
、
神
戸
の
支
部
総
会
に
お
元
気
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
先
生
が
ご
健
勝
で
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
本
論
文
の
執
筆
者
な
ら
び
に
同
志
社
法
学
会
一
同
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
わ
れ
わ
れ
を
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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